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慢性硬膜下血腫内容液の凝固線溶活性
－ T h r o m b el a s t g r a p h による検索

一

食沢大学医学部脳神経外科学講座 住任こ 山本信二郎教掛

木 村 誠

く昭和6 2年1 1月12 日受付J
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慢性硬膜下血腫 44 症例 50 側 偶 側症例 6 例 H こ つ い て T h r o m b el a s t g r a m C T E Gl を用 い て
，
血

腫内容液の凝固括性 と線溶活性 を分析 し
， 慢性硬膜下血腰の 増大機序に つ い て検討 した． 反応時間 r

，
凝固

時間 k ， 最大振幅 m a
，
線溶活性 F L R が T E G に よ り測定さ れ た． 血腫 内容液の フ ィ プ リ ノ ー

ゲ ン と フ ィ プ

リ ン の 分解産物 はb ri n o g e n a n d fib ri n d e g r a d a ti o n p r o d u ct s ， F D P l お よ び
， 血腫内容液の 一

日当り の

出血量 が測定され た
． 慢性硬膜下血腰症例 の 静脈血 の T E G は正 常で あ っ た ． 血腫内容液 T E G は， 直線型

血 a く 1 m m ニ r
，
k
，
F L R 測定不能l と漸増型 く1 m m S m a S 4 ． 5 m m こ r

，
3 1 ． 4 士8 ． 3 m i n

，
m e a n 士S ． D ．

以 下同様 こ k ， 測定不能 こ F L R こ 0 1 2 型 に 分類で き
，
い ずれ の 型の 血 腫も凝固線溶 の 異常を示 した

．

血腫 の 50 側 中40 側 C80 ％l が直線型 T E G を示 し， 1 0 側 く20 ％l が漸増塑 T E G を示 した
． 漸増型 T E G

血腫 は 6 へ 1 2 時間の 常温保存 で 総 て直線塾 T E G を示 した． 直線型 T E G 血腰症例 で は
，
発症か ら手術 ま で

の 期間が 3 へ 1 8 0 日 ， 外膜の 厚 みが 279 士1 5 0 J L m ， F D P が 40 へ 2 0 4 8 0 F E gノm l く平均値273 7 J L gl m ll ，
一

日

の 出血量が 2 － 3 8 士1 ．3 0 ％で あ り， 漸増型 T E G 血腫症例で は
， 発症か ら手術 まで の期間が 5 へ 3 5 日 ， 外膜

の 厚み が 525 士1 2 5 jL m ， F D P が 40 へ 2 0 48 0 JL gl m l く平均値 335 0 JL gl m l ，l ，
一

日の出血量が5 ． 5 5 土1 ．2 5 ％で

あ っ た
一
血 腫 内容液に 人 フ ィ プリ ノ ー

ゲ ン を添加す る と
， 血 腫 T E G は m a の 増加， k の短縮 を来すが

，
r

は不 変で あ っ た
一 血小板 を添加 す ると

，
血腫 T E G は m a の 増加， r の短縮を来す が

，
k は測定不能であっ

た
． 血 腫 T E G は

，
い ずれ の 塾 も フ ィ ブ リ ノ ー

ゲ ン 濃度 20 m gl m l の 添加で， 線溶活性 F L R l O O ％を示 した ．

漸増型 T E G 血腫 は， 2 0 0 単位ノm l の ウ ロ キ ナ ー

ゼ添加で， 線溶を示 し， 3 0 0 単位I m l の添加で直線型 T E G

を示 した■ 血腰静脈血等量 混合液の T E G の m a は ， 1 4 ．1 士8 －6 m m で あり， こ の債 は燐酸緩衝液と静脈血
の 等量浪合液 T E G の m a 値 28 ■ 4 士 10 ． 1 m m の 約半分で あ っ た ． その 線溶活性 F L R は 28 ．4 士1 6 ．8 ％を示
し
， 静脈血 の F L R

，
9 ． 5 士3 ．4 ％に 比 し有意 に 高く

，
その 線溶昂 進 は トラ ネ キサ ム 酸添加 に よ り抑制され た ．

以上 の 結果 か ら， 血腫内容液 は
， 高濃度 F D P と フ ィ ブリ ノ ー

ゲ ン
， 血小仮 の 減少に よ り凝固が抑制さ れ，

ウロ キ ナ
ー

ゼ に よ り 活性化 され る プ ラ ス ミ ノ ー ゲ ン と
， 静脈血よ り 多く の プ ラ ス ミ ノ ー

ゲ ン ア ク チ ベ ー

タ ー

を含み， 二次線溶が昂進 して い る と示 唆され た． この血腫内容液の 凝固抑制と 二 次線溶昂進が 血腫増
大の 要因と考 えら れ る．

瓦e y w o r d s c h r o ni c s u b d u r al h e m a t o m a
，
C O a g ul a bilit y ， fib rin oly ti c a c ti vit y ，

t h r o m b el a st g r a p h ， g r O W i n g m e c h a nis m of ch r o n i c s u b d u r al

h e m a t o m a ■ 慢性硬膜下血腰， 凝固活性， 線溶滴性， ト ロ ン ボ ェ ラ

ス トグラ フ ， 慢性硬膜下血腰の増大機序

慢性硬膜下血腫は
， 硬膜側の 外側被膜 と， 皮質側の 慢性硬膜下血魔 の 発生原因に つ い て 多く の 学説が あ

内側被膜の 2 枚の 被膜 に 包ま れ
，
血腰 内容液の 多くは る

．
V i r c h o w

l，
は硬膜の 炎症 に 基ず く硬膜内あ る い は

流動性であるが
， 時に 凝血塊 を含 む物 も あ る． 硬膜増殖部分の 血 管か らの 出血 に よ る と した．

一 方 ，

A b b r e vi ati o n s 二 F D P
，
fib ri n o g e n a n d fib rin d e g r a d a ti o n p r o d u c t s ニ F L R ， fib ri n ol y si s

r at e こ k
，
K o a g ul ati o n s z eit ， C O a g u la ti o n ti m e こ m a ， m a X i m u m a m plit u d e こ r ， r e a C ti o n

ti m e ニ T E G
，
t h r o m b ela st g r a p h ， th r o m b el a st g r a m ．
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T r o tt e r
2
りも 頭部外傷 に よる架橋静脈 の 破綻か ら来る

硬膜下腔 へ の 出血が 原因 と した ． P u t n a m 8 I C u s h i n g
引

は病理 学的検索か ら， 硬膜側の 被膜の微細静脈癌の 破

綻 に よる 出血が原因と した．
M u n r o

弟
は 3 10 例 の 硬 膜

下血魔の検索を行も1 ， 慢性硬膜下 血腫 の 被膜 か ら出血

す る と主張 した ．

慢性硬膜下血腰 の増大機序に つ い て， G a rd n e r
51 と

Z o lli n g e r
6 鳴 渡透圧説を捷唱 し， 血腫被膜 は蛋白 を通

過 させ得 ない 半透膜 の 性質を持 ち， 血腫 は髄液と蛋白

含有量の差 に よ る浸透圧 に よ っ て 増大す る と した ． 下

地7 厄 よ る と， 膠質浸透圧 は出血に 続発す る 蛋白分解

に よ る もの で 出血が その 本体 で あ る とい う． 水原
8Iは

血腫被膜 よ り の浸出 ま た は漏出 を指摘 し，
13 1
l － R IS A

を血腫内に 注入 し， 被膜 に 吸収作用が存在す る こ と を

証明 した ．

山本ら叶お よ び伊藤ら
川
は血腫内に 新鮮赤血球 を認

め
，

5 1
C r 標識 自家赤血球 をも ち い て，

一

日 当りの 新鮮

出血量を血腫容積の 0 ． 2 旬 28 ．6 ％ く平均 6 ． 7 ％うで ある

と し
， 出血の持続を証明 した．

B e r g s tT 6 m ら
11
切 コ ン

ピ ュ
ー

タ
ー 断層撮影に よ る検索で ， i s o －l o w d e n sit y の

硬膜下腔が hi gh d e n sit y に 変わ る こ と が あ り， か か る

例は持続的な血腫内出血に よ る．

小林
1 町は A st r u p の フ ィ プ リ ン 平板法 を用 い ス ト レ

プ トキ ナ
ー ゼ で活性化 した血腫内容液の線溶活性 を測

定し，血腫内容液の線溶活性は血清 に 比 べ 高い と した．

伊藤 ら
ほ 刷 は赤血球凝集阻止反応 を応 用 した F D P 測

定で， F D P が 10 へ 1 0 5 0 0 FL gJ m l く平均値 264 0 JL gJ m ll

と高濃度存在す る こ と は線溶昂進の証拠 と し， 伊藤

ら
1 引は T o d d 法を用い て， 血腫外側被膜 に組織 プ ラ ス

ミノ ー ゲ ン ア クチ ベ
ー

タ
ー げ ク チ ベ

ー

タ
ー う を証明

し， 前田
工61
は慢性硬膜下血腫内容液 か ら抗線溶因子 を

90 ％除去 した ユ ー グロ ブ リ ン 分画を調 べ線溶昂進 を認

め
，
血腫内容液の線溶昂進が 血腫内 へ の 出血持続 の原

因と した． W ei r ら
1 7
恨
，
血腫内容掛こ ア ン チ プ ラ ス ミ

ン 活性が低 い 症例で は プ ラ ス ミ ノ
ー ゲ ン活性が 高く，

術後再発が多い と報告 し， 出血 に は抗線溶因子 と線溶

因子 の バ ラ ン ス が重要で あ る と主 張 した．

人 工透析患者1 引
，
抗凝固剤使 用者 弼 ， お よ び 出血性素

因抑 な どの凝固異常者に 慢性硬膜下血腫が発生す る症

例が報告され ， 血液の 凝 固異常が 血腫 の 成因に 関与 し

て い ると推測 され る． 永富 細 は血腫内容液 に は フ ィ プ

リノ
ー ゲンお よび フ ィ プリンが 欠如 し， 血腫内容液の カ

ル シ ウム 再加法凝固時間 は著明 に 延長 し， プ ロ ト ロ ン

ビン 活性， ア ン チ トロ ビ ン活性， は測定出来 な い と報

告 した．

本研究で は ， 慢性硬膜下血腫の内容液自体 の 凝固活

性 お よ び線溶活性 を， H a rt e r t
221考案 の T h r o m b el a q

村

s tg r a m くT E Gl で 測定分析 し， 慢性硬膜下血腫 の 増大

機序 に つ い て検討す る こ と を目的と した．

対象お よ び方法

I ． 対象症 例

198 1 年1 月 よ り 198 2 年 8 月 ま で の 金沢大学脳神経

外科 な らび に 関連病院で の 慢性硬膜下血腫44 症例50

側に つ い て 手術時 に 採取 した 慢性硬膜下 血腫内容液

く血腫う， 硬膜 と血腫被膜お よ び同時に 採取 し た慢性硬

膜下血腫症例 く血腫症例うの 静脈血 を研究対象と した．

その 他に 30 名 の 正常者静脈血 を し ら べ 比較対照 した．

血 腫 は， 右側 の み 18 側 く36 ％フ左側 の み 20 側 く40 ％1

両側 6 例 で 12 側 く24 ％1 の 合計 50 側44 症例 であ っ

た ． 4 4 症例 の 内， 男性 は 34 人 く77 ％う， 女 性は 10 人

く23 ％1 で 年齢 は 1 才か ら 79 才に 渡 っ た ． 頭部外傷の

既往が 明ら か なも の は29 症例 く66 ％1 で あ っ た ．

II ． 検体 採取 と検体の 調整

血腫内容液 は， 直径約4 c m の 小閑頭 に よ る血 腫除

去術時 に ， テ ル モ 社ポ リ プ ロ ピ レ ン 製注射器 で ， 硬膜

の 切開直前に 穿刺採取 し， 静脈血検体 は術前の 早期安

静時に 採取 し， と も に 採取直後 に 検体の 9 容と 3 ．8％

くw ノマーク エ ン 酸ナ トリ ウ ム の 1 容 を混 合 し て調整し，

凝固過程を停止 した状態 で 4
0

C に 保存 した． 検体 は血

腫症例の静脈血， 正 常人静脈血， 血月軋 血腫 と凝固系

薬剤 の混合液， 血 腫 と線溶系薬剤の混合液お よび血腫

と血腫症例の 静脈血 の 等量混 合液の 合計 6 種類で あ っ

た
．
血腫症例の静脈血 は手術前 に ， 慢性硬膜下血腫の

血腫 は手術採取時よ り 5 分以 内に ， 血 腫 症例の 静脈血

と血 腫の 等量混合液は混合後遅く と も 2 時間以 内に，

他 の 検体 は遅 く と も 12 時間以内 に T E G を測定し た．

m ． 血腫混合液 の 調 整法

凝固系の 添加物薬剤 は凝 固材料の 人 フ ィ ブリ ノ
ー

ゲ

ン くミ ドリ十字社製1 を 20 旬 1 0 0 m gノm l く純度90 ％う，

凝 固因子 の 人 トロ ン ビ ン 50 単位ノm l ， 人 フ ィ ブリ ノ
ー

ゲ ン 10 0 m gl m l と人 ト ロ ン ビ ン 50 単位ノm l の 3 対
1

混合 液， 濃厚血小板 卜 単位 20 m l ， 日赤製う， 凝固阻

害剤の ヘ パ リ ン 1 00 0 単位ノm l ， お よび ヘ
パ リ ン の 阻害

剤の 硫酸プ ロ タ ミ ン 10 m gノm l で あ っ た ． 線溶系薬剤

の 添加物 は プ ラ ス ミ ン 4
旬 2 4 c uノm l ， ウ ロ キ ナ

ー ゼ

50
旬 3 0 0 単位ノm l ， お よ び 線溶因子 プ ラ ス ミ ン と プラ

ス

ミ ノ
ー

ゲ ン の 阻害剤の ト ラ ネ キ サ ム 酸25
句 1 00 m gノ

m l で あっ た ． 検体 0 ． 3 m l に 上 述の 添加物0 ． 0 5 m l と

塩化 カ ル シ ウ ム 0 ． 05 m l く0 ．0 2 5 M う
ー
を加 え資料総量

は 0 ． 4 m l と
一 定に した．

そ の 他 に凝 固系 と線溶系の両

者を含 む血腫症例 の 静脈血 と， 血腫 を T E G 測定直前

に容積等量 に 混合 し， 血 腫静脈血 混合液検体と し
た

一

血腫 に 人フ ィ ブリ ノ ー ゲ ン と人 トロ ン ビ ン の 混合液を
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添加す る実験で， 血 腫の 代 わ りに コ ン ト ロ ー ル 液と し

て， 燐酸緩衝液 を用 い た ． 血腫と静脈血混合液の コ ン

トロ
ー ル と して燐酸緩衝液 と静脈血の等量混合液を用

い た．

I V ． 凝 固活 性と 線溶活性の 測 定

凝 固活性 と線溶活性 の評価 は， T E G くエ ル モ 社 ク

ロ ッ ト ト レ
ー

サ
ー

T E ． 3 01 に よ っ た
．
T E G 測定 は

， 資

料を い れ るセ ル 中に 検体液， 添加物， 試薬と しての 塩

化カル シ ウム の 順 に 注入 し混 和後 ， 表面 に パ ラ フ ィ ン

を静か に 重 畳し， その 直後 よ り開始 した ．

図1 は典型的 T E G の模式図で ある．
T E G は縦軸 に

振幅の大き さ を横軸に 時間経過 を とり
， 凝 固酒性を最

大振幅と して表わ し， 線溶活性を最大振幅の 減衰率と し

て表わし， 凝固系と線溶系の両者が存在 す る場合， 線溶

昂進時に 図1 の A の 如く水滴状の 形 を示 す． ま た， 凝

固抑制時に 図1 の B の如く
， 凝固開始 まで の 時間が延

長し細 い 帯状の 形を 示 す． T E G の 各要素 は考案者 の

H a rt e r t に 従っ た ． 反 応時間 くr e a c ti o n ti m e
，
rI ， T E G

測定開始直後 か ら T E G の 振 幅が 1 m m 達 す る ま での

時間 く別 ニ フ ィ ブ リ ノ ー

ゲ ン か ら初期 フ ィ プ リ ン

形成ま での 時間 に 相当， 凝固時間 くK o a g ul a ti o n s z ei t
，

C O a g ul a ti o n ti m e ， k J ， T E G の 振幅が 1 m m か ら 20

m m に 達 す る ま で の 時 間 く釧 ニ フ ィ プ リ ン 塊形成

の速度 に 相当， 最 大振幅 くm a x i m u m a m p u lit u d e ，

m al ， くm m l ニ フ ィ プ リ ン 塊の弾性度に 比例 した凝

固活性に 相当 し， 線溶率 はb ri n ol y si s r a t e ， F L R l ，

T E G の m a よ り 60 分後の振幅 を a l とす る と き
，
次式

く11 で 算出 ニ フ ィ プリ ン塊弾性度の 減衰率として表われ

111 5

る線溶活性 に 相当す る．

F L R ニ
聖聖二む x l OO く％ ト … … ・川

V ． 凝固線溶関連因子 の 測定

血腫内容液中の フ ィ プ リ ノ ー ゲン
， 血小板， 血清カ

ル シ ウム
，
お よ び線椎葉分解産物 伍b ri n a n d fib ri －

n o g e n d e g r a d a ti o n p r o d u c t s ， F D Pl を測定 し， 血腰

T E G との 関係 を検討 した．
フ ィ プ リ ノ

ー ゲン は トロ ン

ビ ン法 く測定限界 10 m g 川1 ，1 血小板 は コ
ー ル タ

ー ル

法， カ ル シ ウ ム は O C P C 法， F D P は F D P ． k i t

くW ell c o m e 社製l を用い て測定 した．

W ．

一

日当 りの 血 腫腔 へ の 出血量

患者の同意が得 られ た 15 例に つ い て 5 1 C r 標識赤血球

を用 い た還元 法 く伊藤 川19 8 7 いこよ り
，

一

日当り の 血腰

腔 へ の 出血量 くW と す るうは， 血腫容積 くV とす るI

に 対す る容積率 くW ノV ％1 で 測定 した．
ウ エ ル く井戸1

型 シ ン チ レ ー シ ョ ン カ ウ ン タ
ー

に よ る血腫， 血手配 血

祭， お よ び血腰上清液の放射能計数 を， そ れぞ れ H
，
B
，

S
，
S
，

と し
，
R I 標識赤血球輸血か ら検体採取 まで を T

時間と する と， 容積率 は， 次式ほjで算出され る．

苦言諾 x芋x lOO く％ ト ． ． ■ 一く2I

しか し， 血祭の放射能 は血液の そ れ に 比較 して 小さ

く， ま た
，
血腰上 清液の 放射能 は出血後の赤血球崩壊

に よ る可能性 が あ るが極 めて少な く， したが っ て S お

よび S
，

は
， 実際は無視 しう る ほ どで ，

一

日 当りの血腫

腔 へ の出血量 は容積率 くW I V ％I で， H
，
B
，
T
，
の億

よ り次式く封で算出 した．

6 0 m i n 一 室

J
l O m i n

1 0 m m

Fi g ． 1 ． T h e th r o m b el a s t g r a m くT E Gl o f h y p e rfib ri n ol yti c v e n o u s b l o o d

仏1 a n d h y p o c o a g ul a bl e v e n o u s b l o o d くBI ．
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芋三富x讐x lOO く％ 卜
… … ・く3J

m l ． 血腫外膜の 検索

硬膜 と血鹿被膜は， 関頭術野の中央で約 1
旬 1 ． 5 c m

四 角の 大 き さ に 硬膜 と血腫被膜 を
一 塊 に して切除 し

た ． 病理 学的に は ヘ マ トキ シ リ ン
． エ オ シ ン染 色に て

硬膜と血腫外側被膜を染色 し被膜の幅 を光学顕微鏡の

マ イ ク ロ メ
ー

タ
ー で測定 し3 ケ所の 平均値 を調 べ 血腫

被膜の厚 さと した．

Ym ． 統計的検定

成績は最小値 旬 最大値 く平均値 士標準偏差う， 最小値

N 最大値 く平均値う， ま た は平均値 土樽準偏差 と し て表

した． 2 群間の平均値 の 菱の検定は， 等分散性 を検定

したの ち， S t u d e n t ま た は W el c h の t 検定 を用 い， p く

0 ．0 5 を有意 と した．

成 績

王 ． 正 常人 静脈血 と 慢性 硬膜下 血 腫症例 の 静脈血 の

T E G

図2 A は正 常人静脈血 の T E G の
一 例， 図2 B は血 腫

症例静脈血の比較的線溶活性 の高い T E G の
一 例 を示

村

す
． 図2 B に 示 す血 腫症例静脈 T E G で は， 線溶が見ら

れ る が ， 個々 の 例 で は逆の 場合が あ っ た ．

表 1 は正 常人 静脈血 と 血腫症例静脈血 の T E G の各

要素 r ， k ， m a ， F L R を対比 した も の で ある ．
正常人30

症例の 静脈血 T E G で は r ， 3 へ ノ 9 分 く5 ． 7 士1 ．7 分1 こ

k
，
1 ． 0 へ 7 ． 0 分 く3 ．3 士2 ． 1 分う こ m a ， 4 4 へ 78 ． 5 m m

く61 ． 5 士9 ． 9 m m l こ F L R
，
1 ． 0

〆 － 2 3 ． 9 ％ く9 ． 3 士6 ． 5％う

で あ っ た ． 血腫 44 症例 の 静脈 血 T E G で は ， r ， 3 rJ － 10

分 く6 ．0 士2 ． 0 分う こ k ， 1 ．0 へ ノ5 ． 0 分 く3 ．0 士2 ． 5 分1 こ

T a bl e l ． T h e th r o m b el a st g r a m くT E GI

c o m p o n e n ts of th e v e n o u s bl o o d of

n o r m al h u m a n a n d th e c a s e w ith

c h r o ni c s u b d u r al h e m a t o m a

c h r o ni c s u b d u r al

h e m a t o m a

c a s e s 3 0 4 4

r くm i nl

k くm in l

m a くm m l

F L R く％さ

5 ． 7 士1 ． 7 6 ． 0 士2 ． 0

3 ．3 土2 ． 1 3 ． 0 士2 ． 5

6 1 ．5 士9 ． 9 6 0 ． 0 士9 ． 0

9 ． 3 士6 ． 5 7 ．4 士4 ． 2

V al u e s a r e m e a n 士 S ． D ．

F i g ． 2 ． T h e t h r o m b el a st g r a m くT E Gl o f n o r m al v e n o u s b l o o d くAJ a n d th e p a ti e n t
，

s

v e n o u s b l o o d くBI w ith c h r o n i c s u b d u r al h e m a t o m a ．
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m a ， 3 1 ． 0 へ 7 3 － O m m く60 士9 ． O m m l ニ F L R
，
0

ル 1 7 ％ く7 ． 4 士 4 ．2 ％うで あ っ た ． 正常人 と血腫症例の

静脈血 の T E G 各要素 r ， k ， m a ， F L R
，
の それ ぞ れの 平

均値 に ト検定で 有意の 差 を認め な か っ た ．

I工 ． 慢性硬 膜下 血 腫 の 血 腫 T E G

l ． 血腫 T E G とそ の 分類

図3 は 2 種類 の 慢性硬膜下血 腫 の 典 型的 T E G を 示

す．
5 0 側の 血腫 T E G は

，
その m a 値 に よ り m a く 1 で

全く 凝 固活性 を 示 さ ず 一 直線 の T E G を 示 す 型 く図

3 － A l と ， m a が 1
へ ノ4 ． 5 m m の僅 か だ が凝固活性を示

す型 く図 3 一 別 の 2 型 に 分類で きた
． 以後， 前者は直

線型 T E G ， 後者 は漸増型 T E G と 略記 す る
． 漸増型

T E G 血 腫 は 6 句 1 2 時 間 の 常温保存 で 総 て直線型

T E G を示 した．

表2 は直線型 T E G と ， 漸増型 T E G の 各要素 r
，
k
，

T a bl e 2 ． T w o ty p e s of th r o m b el a s tg r a m

くT E Gl i n th e c h r o ni c s u b d u r al h e m a to m a

li n e a r ty p e i n c r e a s l n g ty p e

T E G T E G

Sid e s 4 0 1 0

bil at e r al c a s e s 6 0

u nil a t e r al c a s e s 2 8 1 0

r くm i nI N 3 1 ． 4 士8 ． 3

k くm i nI N N

m くm m l O 2 ． 8 士1 ． 3

F L R く％コ N O

T h e T E G of c h r o n ic s u b d u r al h e m a t o m a i s

Cl a s sifi e d i n t o t w o ty p e s ， 1i n e a r t y p e くm a
く1 m m l a n d i n c r e a si n g ty p e く1 m m 墓 m a 墓
4 ．5 m m j ． N ， u n a b l e t o m e a s u r e こ V al u e s a r e
m e a n 士 S ． D ．

1 11 7

r n a
，
F L R を示 す ． 全血腫 50 側 の 内， 血腫 40 側 C80 ％l

が 直線型 T E G を示 し， 1 0 側 く20 ％I が漸増型 T E G を

示 し た． 両側症例6 例 12 側はす べ て直線型 T E G を示

し
， 片側症例 は28 症例 け3 ％コが直線型 T E G を， 1 0

症例 く27 ％I が 漸増型 T E G を示 した ． 直線型 T E G の

m a は O m m で ， 従 っ て r
，
k
，
F L R は測定不能 だ っ た ．

漸 増 型 T E G の 各 要 素 は
，
r
，
2 0 句 4 0 分 く31 ． 4 士8 ．3

釧 こ k
，
測 定 不 能， m a

，
1 へ 4 ． 5 m m く2 ． 8 士1 ． 3

m m l こ F L R
，
0 で あ っ た

．

表3 は血腫 T E G 型 の 成人 と小 児 に お ける 内訳 を示

す
． 成人 症例 は 35 例 く即 ％コ が直線塾 T E G を 10 例

く23 ％うが漸増型 T E G を示 した
． 小児症例は す べ て 直

線型 T E G を示 した
．

2 ． 血腫 T E G 型 と血腫内の 凝固因子 お よ び凝固阻

害因子

表4 は正 常人 静脈血 く30 例フと対比し
， 直線型 T E G

血腫 く34 一別 お よ び漸増型 T E G 血 腫 く10 仰 の 凝 固

因子 と凝固阻害因子 を示 す ． 血腫の フ ィ プ リ ノ ー ゲ ン

は
， 直線型 T E G 血腫 34 症例で は総て O m gl m l で ， 漸

増塾 T E G 血腫 の 10 例 の 札 2 例 で 14 ．5 m gノm l を示

し
， 残り の 8 例 で O m gノm l で あ っ た ． 血腰 の 血小 板 は，

直線型 T E G 血 腫 で 10 ． 2 士3 ． 2 X 1 0
4

lJLl ， 漸増 型 T E G

血 腫 で 6 ．8 士1 － 7 X l O
4

ル1 で， 静脈血 に 比 し有意 に 低

く， 同型血腫の 平均値の 間に は有意差は なか っ た ． カ

T a bl e 3 ． T E G ty p e a n d a g e of c h r o ni c

S u b d u r a l h e m a to m a

li n e a r t y p e i n c r e a s l n g t y p e

T E G T E G

a b ult s 35 1 0

c hil d r e n 5 0

n
■

一m
Fi g ． 3 ． T h r o m b el a st g r a m くT E Gl of c h r o n i c s u b d u r al h e m a t o m a fl ui d ． T h e T E G o f

h e m a t o m a c o n t e n t i s cl a s sifi ed i n t o t w o t y p e s こ Ii n e a r t y p e くA ， m a く1 m m J a n d
i n c r e a si n g t y p e くB ， 1 m m 妄 m a S 4 ．5 m m I ．
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T a b le 4 ． C o a g u la ti o n f a c t o r s a n d
c o a g ul a ti o n i n hib iti n g f a c t o r s i n

c h r o ni c s u b d u r al

h e m a t o m a fl ui d

c h r o ni c s u b d u r al h e m a t o m a

t o t al 1i n e a r t y p e i n c r e a si n g t y p e

T E G T E G

くh e m a to m a sl

fib ri n o g e n くm gI m ll

pl a t el e t s x l
O
4

J JJ I

C a くm E qノリ

アD P く〆gノm lう

36 0 士60

2 4 士8 ． 0

5 ． 0 5 士2 ． 1

く1 0

4 4 3 4 1 0

く501 く401 く101

0
－

1 4 ． 5
ホ

6 ． 1 士2 ．6
ホ

6 ． 0 9 士1 ． 8 3

28 9 6 士58 6 0
轟

0
ホ

1 0 ． 2 士3 ． 2
ホ

6 ． 0 1 士1 ． 0 1

2 7 3 7 士55 5 0
木

0
－

1 4 ． 5
韓

6 ． 8 士1 ． 7 ホ

6 ． 8 6 土1 ． 3 0

3 3 5 0 土66 7 4
傘

F D P
，
fib ri n o g e n a n d fib ri n d

e g r a d a ti o n p r o
d u c t s

，

n o r m al v e n o u s bl o o d b y S t u d e n
t t － t e St ．

V al u e s a r e m e a n 土 S ． D ．

ホ
p く0 ．0 5 ， V S ．

T a b le 5 ． C li ni c al diff e r e n c e s b e t w e e n th e

c a s e of li n e a r ty p e T E G a n
d th e c a s e o f

i n c r e a si n g T E G w ith
c h r o n i c s u b d u r al

h e m a t o m a

li n e a r ty p e i n c r e a sl
n g t y p e

T E G T E G

3 4 1 0

p e ri o dくd a y sl 3
－

1 8 0 5
－

3 5

く27 ． 4 士2 1 ． 郎． く17 ． 9 士9 ． 郎

O u t ． M ． く〆 mナ 75
－

7 0 0 30 0
－ 70 0 ホ

く27 9 土15 9う く525 士125つ

h e m o rr h a g eく％1 0 ． 卜 4 ■ 7 2 ． 7
－ 9 ． 0

ヰ

く2 ． 3 8 士1 ． 3 の く5 ． 5 5 士2 ． 2 5つ

p e ri o d ， th e i n
t e r v al b e t w e e n th e o n s e t o f

s y m pt o m s a n d th e o p e r a ti o n ニ
O u t ． M

l
th e

b r e a d th of o u t e r m e m b r a n e o f c h r o n i c

s u b d u r al h e m a t o m a こ h e m o rr h a g e ， V O l u m e

p e r c e n t a g e of d ail y h e m
o r rh a g e i n t o t h e

s u b d u r al h a m a to m a c a v ity ． V al u e s a r e

m i ni m u n
－

m a Xi m u m くm e a n 士 S ． D ．l ．
ホ
p く0 ．0 5 ， V S ■ 1i n e a r

t y p e h e m a t o m a
b y

S t u d e n t
，

s tT te S t ．

ル シ ウム は静脈血 に 比 し低 く な く， 直線型 T E G 血腫

で 6 ．0 1 士1 ．0 1 m E q11 ， 漸増型 T E G 血腫 で 6
－ 0 9 士1 ．8 6

m E q11 で あっ た ． 血腫の F D P は ， 直線型 T E G 血腫で

40 N 2 0 48 0 JL gノm l く平均値 273 7 FL gI m
ll ， 漸増型 T E G

血腰で 40 ル 2 0 刷 声gノm l く平均値 3350 腫ノm
lう， 全血

腫症例で 40
へ 2 0 4 8 叫 gノm l 坪 均値 2896 鵬ノm lうで あ

り
，
静脈血 に 比 べ 著 しく高値 で あ っ た ■

3 ． 血腫 T E G 型と臨床所見 お よ び
一

日 当り の 血 腫

腔内出血畳

表 5 は直線型 T E G 症例 と 漸増型 T E G 症例 の 臨床

所見と出血量 を対比 し示 す． 発症か ら手術 まで の 期間

は漸増型 T E G 症例が 3
旬 3 5 日 く17 ． 9 士9 －6 日う， 直線

型 T E G 症例が 3 旬 1 8 0 日 く27 ．4 士21 ． 6 別 で ， 漸増型

T E G 症例が 発症間近 に 偏 っ て い た ． 直線型 T E G 症例

の 血腫外膜 は 75 へ 70 0 ル m く27 9 士 1 5 9 月 m うで， 出血量

は 0 ． 1 旬 4 ．7 ％ く2 ． 3 8 士1 ．3 0 ％うで あ っ た ． 直線型 T E G

血腫 に く ら べ ， 漸増型 T E G 症例血腫外膜 が 300
へ 70 0

月 m く52 5 士125 声 mぅ で 有 意 に 厚 く ，
か つ 出血 量 は

2 ． 7 句 9 ． 0 ％ く5 ． 5 5 士2 ．2 5 ％う で ， 有意 に 多か っ た ．

m ． 血 腫 T E G に及 ぼ す凝 固系薬剤の 効果

1 ． 血腫と 人 フ ィ ブ リノ
ー ゲ ン

図4 A ， B ， C は ， 血腫 に それ ぞ れ 100 ， 5 0 ， 2 0 m gl
m l

の 濃度で フ ィ プ リ ノ
ー

ゲ ン を加 えた 3 例 の T E G の 代

表例 を示 す．
血 腫 と フ ィ プ リ ノ

ー ゲ ン 混合液の．T E G

各要素の 平均値 は ， 上記 の濃度順 に r は 11 分 30 軌
14

分， 1 8 分 と延長 し， k は 21 分， 測定不能， 測定不能
で
，

m a は 2 6 ， 9 ， 2 m m と漸増型 T E G に 似た 塑に 近
づい

た
．
F L R は 0 ， 0 ， 10 0 ％で 人 フ ィ ブ リ ノ

ー ゲン 20 m gノ

m l を添 加 し た 時だ け 線溶 を 示 し た． 血腫 20 例に 人

フ ィ ブ リ ノ
ー ゲ ン 10 0 m gl m l を 加 え て T E G を 測定

した．
その T E G 各要素に つ い て ， も と の 血腫 T E G と

比 べ ， r は 2 ． 0 へ 1 8 ． 0 分 く10 ． 4 士5 ． 9 釧 で 著明 に短縮

し， k は 10 ． 0 旬 2 1 ■ 0 分 く14 ． 0 士 5 － 0う で ，
m a は

2 6 ． 0 旬 3 0 ．O m m く25 ． 9 士 3 ．9 m m l で 著明 に 増加 し，

F L R は 0 で 不変で あ っ た ．

2 ． 血腫と 人 トロ ン ビ ン 混合液お よ び血月軋 人
フ ィ

ブリ ノ ー ゲン ， 人 トロ ン ビ ン の混 合液

図 5 の A は直線型 T E G 血腫 に 人 ト
ロ ン ビ ン 50 単

位I m l を添加 した 27 例 T E G の
一 例 を示 す ．

2 7 例 い ず

れ も 図5 A の よ う に T E G は変化 しな か っ た ． 図5 B は

漸増型 T E G 血 腫 に 人 ト ロ ン ビ ン 50 単位ノ
m l を添加

した 1 0 例の典 型的 T E G の
一

例 を示 す ． 漸増 型 T E G

例 で， r は 混 合 前 の 値 20
へ 4 0 分 く31 ． 4 士8 ． 3 鄭 が

1 ． 0 ル 15 ． 0 分 く10 ．4 士3 ． 0 斜 に 短縮 し， k は測定不能

で あ っ た ．
m a は 2 ． 0 旬 4 ． O m m く3 ． 0 士0 ． 9 m m l で も

と の 値 と差 を き た さ なか っ た ． 図 5C は燐酸緩衝液に

t
r
．

．．．H

．

．．．．．．．良取
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t
r
．

．．．H

．

人フ ィ ブ リ ノ
ー

ゲ ン 10 0 m gノm l と人 ト ロ ン ビン 50 単

位ノm l 混合液 を加え た T E G を示 す ．
こ の T E G 各要素

は， r ， 20 分 こ k 測定不能 こ m a ， 1 8 m m ニ F L R O で

あっ た ． 図 5D は直線塾 T E G 血腫 に 人 フ ィ ブ リ ノ ー

ゲ

ン 100 m gl m l と人 ト ロ ン ビン 50 単位ノm l 混合液 を加

えた 3 例 の典型 的
一 例の T E G を示 す ．

3 例 い ずれ も
，

添加以 前の 直線型 T E G に 比 べ ， m a は増加 し凝固活性

は上昇 した． 燐酸緩衝液 に 添加 した T E G に比 べ
，
こ の

T E G の r は短縮 し てい るが m a は 縮小 した ． 各 T E G

要素の r は 3 句 1 1 分 く5 ． 0 士3 ． 5 分上 k は測定不能，

m a は12
〆
－ 1 9 ．5 m m く15 ． 7 士3 ． 3 m m l ， F L R は 0 で

あ っ た
． 図 5E は漸増型 T E G 血腫 に 人 フ ィ プ リ ノ ー

ゲ

ン と 人 ト ロ ン ビ ン 混 合液 を加 え た 1 例の T E G を 示

す
．
T E G の 各要素 r は 11 分， k は測定不能， m a は 2 0

c L

－ J l O m m

Fi g ． 4 ， E ff e ct s of a d diti o n o f h u m a n fib ri n o g e n o n th e th r o m b el a st g r a m くT E Gンo f c h r o ni c
S u b d u r al h e m a t o m a fl u id ． T h e h u m a n fib ri n o g e n c o n c e n t r a ti o n i s l O O m gノm l くAン，5 0 m gl
m l くBl ， a n d 2 0 m gノm l くCI ．

A ヒ モ r つ 竺 竺

B
L
－．－－－－－．－ － 一 山

．－ ．， ．． 下

． J l O m m

Fi g 5 ■ E ff e ct s o f a d di ti o n o f h u m a n th r o m b i n o r f lb r l n O g e n O n th e th r o m b el a s tg r a m

くT E GJ o f c h r o ni c s u b d u r a l h e m a t o m a fl u l d ． T h e c o n c e n tr a ti o n o f h u m a n th r o m b l n

a n d h u m a n f lb r l n O g e n i s 5 0 u ni tノm l ， 1 0 0 m gl m l ， r e S p e C ti v el y T h e h u m a n th r o m b i n

i s m i x e d w ith li n e a r t y p e くAJ ， i n c r e a s l n g t y p e くBl ． H u m a n th r o m b i n a n d h u m a n
f lb r in o g e n s ol u ti o n l S m i x e d wi th p h o s ph a t e b uff e r s o l u ti o n くCl ， 1i n e a r ty p e くDI ， a n d
l n C r e a Si n g t y p e くEl



1 1 2 0

m m で
， 直線型 T E G 血腫 に 人 フ ィ プ リ ノ

ー

ゲ ン を加

えた T E G よ り 大き く， F L R は 0 で あ っ た ．

表 6 の 上 の 三 段 は， 漸増型 T E G 血腫 に 人 フ ィ ブ リ

ノ ー ゲ ン
，
人 ト ロ ン ビ ン， 人 フ ィ ブリ ノ

ー ゲ ン と人 ト

T a bl e 6 ． T E G c o m p o n e n t s o n a d di ti o n of

c o a g u la ti o n f a c t o r s t o ch r o n i c s u b d u r al

h e m a t o m a fl uid ．

c o m p o n e n t s
r k m a F I J

fib ri n o g e n

fi b ri n o g e n

＋th r o m b i n

th r o m bi n

上 N T 一 －

1 N T 一一

J N づ 一

h e p a ri n

pr o t a mi n e

pl a t el e t s

T

T

．T

I
T

－

N

N

N

N

l

l

etahpuS

S y m b oI s こ i ， d e c r e a s e 三 T ， i n c r e a s e i －
＋
，

u n c h a n g e ニ N ， u n a b l e t o m e a s u r e －

B

C

D

E

F

J l O m m

l O m i n
Fi g ． 6 ． E ff e c t s of a d d

iti o n o f pl a s m i n o n th e

th r o m b el a st g r a m くT E Gl o f v e n o u s bl o o d ．

T h e c o n c e n t r a ti o n o f pl a s m i n i s a s f o
ll o w s i O c u l

m l くA ト 4 c u I m l くBl こ 6 c u ノ m l くC ト 8 c ul m l

くDl こ 12 c uJ m l くEl ニ a n d 2 4 c u l m l くFl ．

T a bl e 7 ． T E G c o m p o n e n t s o n a d diti o n of

th e fib ri n oly ti c f a c t o r s t o c h r o ni c s u b d u
－

r al h e m a t o m a fl uid

c o m p o n e n t s r k m a F L R

pl a s m i n
一 一 丁 J T

u r o k i n a s e
－ ， T J T

S y m b oI s ニ J ， d e c r e a s e ニ T ， i n c r e a s e ニJ
j
，

u n cもa n g e ニ N ， u n a b l e t o m e a s u r e ．

村

ロ ン ビ ン の混 合液 を添加 した 時の T E G 各 要素 r ， k ，

m a ， F L R の 変化の 傾向を示 す． 人 フ ィ ブ リ ノ
ー ゲ ン お

よ び人 フ ィ ブリ ノ
ー

ゲ ン と 人ト ロ ン ビ ン の 混 合液を添

加 した T E G で は ， 漸増型 T E G に 比 べ ， r が 短縮 し m a

は増加 し凝固活性が高 ま り， 線溶活性 F L R の 増加 は

認 めな か っ た ．
トロ ン ビン を添加した T E G で は， r の み

が短縮 し その 他 の k ， m a ， F L R は変化 し なか っ た ．

F

G

H

工

Fi g ． 7 ． E ff e c t s of a d d iti o
n of u r o k i n a s e o n th e

th r o m b el a s t g r a m くT E Gl o f v e n o u s b l o o d ．

T h e c o n c e n t r a ti o n o f u r o k i n a s e i s a s f oll o w s こ

3 0 0 u n itl m l くAl こ 60 0 u n itI m l くBl こ 10 00 u nitl

m l くC ト 2 00 0 u n itl m l くDl こ 30 0 0 u ni tノm l くE ト

60 0 0 u n itl m l くFJ こ 10 00 0 u n itl m l くGl こ 12 00 0

u ni tJ m l くHl こ a n d 2 4 0 0 0 u ni tノm l く1ナ．
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3 ． 血腫と ヘ パ リ ン
， 硫酸 プ ロ タ ミ ン

，
お よび 濃厚

血小 板

直線塾 T E G 血腫 27 例と 漸増型 T E G 血 腰1 0 例 に

つ い て
，
ヘ パ リ ン

， 硫酸プ ロ タ ミ ン
，
お よ び濃厚血小

板を血腰 に添加 して ， T E G を測定 した ． 直線型 T E G

症例で は， ヘ パ リ ン
， 硫酸 プ ロ タ ミ ン

，
お よ び濃厚血

小板の い ずれ の 添加 で も T E G に 変 化 な く 直線 塾

T E G の ま ま で あ っ た ．

表6 の 下の 三 段は， 漸増型 T E G 血腰 に ヘ パ リ ン
，
硫

酸プ ロ タ ミ ン ， お よ び濃厚血小板 を添加 した 時の T E G

各要素の 変化 を示 す．

ヘ パ リ ン 添加 で
，
漸増 塾 T E G は

直線塾 T E G と な り 微少 な凝固活性 は完全 に 抑制 さ

れ
，
m a 二 0

，
r
，
k お よび F L R は測定不能 で あ っ た ．

硫酸プ ロ タ ミ ン 添加 で ， 漸増型 T E G は変化 しな か っ

た． 濃厚血 小 板添カロで
， 漸増塑 T E G の r は 10 旬 3 0 分

く21 ． 0 士5 ． 0 分l に 短縮 し， m a は 2 句 6 m m く3 ． 6 士1 ． 5

m m l に 増加 し， k は測定不 能で ， F L R は 0 で あ っ た ．

N ．
T E G に及 ぼ す線溶系薬剤の 効果

1 ． 静脈血 T E G へ の プ ラス ミ ン の 効果

図6 は正常人 静脈血に プ ラ ス ミ ン を加 えた T E G の

一 例を示 す． A ヘ ザ の 順 に プ ラ ス ミ ン 濃度が 0 ， 4
，
6
，

8
，
1 2

，
2 4 c ul m l と増加す る に つ れ て静脈血 T E G は

m a が 減 少 し， 濃 度 8 c u l m l くCl か ら 完 全線 溶

くF L R lO O ％1 を示 し
， 濃度 24 c u l m l くFぅ で は直線塾

T E G を示 した．

表7 の 上段 は， プ ラ ス ミ ン 添加 に よ る 静脈血 T E G

の各要素 r
，
k
，
m a

，
F L R の 変化 を示 す． r は変化せ ず

，

k が延長 し， m a が減 少し
，
F L R は上 昇 した．

2 ． 静脈血 T E G へ の ウ ロ キナ ー

ゼ の 効果

図7 は正 常人 静脈血 に ウ ロ キ ナ L

ゼ を加 え た T E G

の
一

例 を示 す． A 旬工 の順 に ウ ロ キナ ー ゼ濃度が 0 ． 3
，

1 1 2 1

0 ． 6
，
1
，
2
， 3

，
6
，
10
，
1 2

，
2 4 X lO O O 単位ノm l と増

加す る に つ れ て
， 静脈血 T E G が 減少 し， 濃度 300 単

位ノm l くAう か ら完全線溶 くF L R l O O ％1 を示 し， 濃度

240 0 0 単位I m l くII で は直線型 T E G を示 した．

表 7 の下段 は， ウロ キナ ー

ゼ添加に よ る静脈血 T E G

の 各要素 r
，
k
，
m a

，
F L R の変化を示 す． 各要素 の変化

の 傾向は プ ラス ミ ン と同 じで ， r は変化せ ず， k が 延長

し
，
m a が 減少し， F L R は上昇 した．

3 ． 血腰 T E G へ の ウロ キナ ー

ゼ の効果

直線型 T E G 血腫 10 例 と漸増型 T E G 血腫 10 例に
，

ウ ロ キ ナ ー ゼ 30 0 単位ノm l を 加 え て T E G を 測 定 し

た ．
い ずれ の塾 の血腰 で も全 てが 直線塾 T E G を示 し

た ．

図8 は漸増型 T E G 血腫 に ウ ロ キ ナ ー ゼ を添加 した

T E G の 代表例 を示 す． 図8 のA は漸増型 T E G を B ， C ，

D
，
E
，
は それ ぞれ 50

，
1 0 0 ， 2 0 0 ， 30 0 単位ノm l の ウ ロ

キ ナ ー ゼ を加 え た T E G を示 す ．
ウ ロ キナ ー ゼ 濃度 を

B 旬 E と増加す る と
，
T E G の m a は減少 し， r は 延長

し
， 漸増型 T E G 血腫 内に線溶が起 こ っ た

．

V ． 血 腫 と血 腫症例静脈血 の 等量混合液 く以後， 血

腫静脈血混合液 と略記I の T E G

l ． 血腫 T E G と血腫静脈血混合液 T E G

図9 の 上 三 段 は直線塾 T E G 血腫10 例の典型例 で，

下三 段は漸増塾 T E G 血 腫 5 例の典型例で あ る． そ れ

ぞ れ上 か ら順 に 血 腫 T E G
，
燐酸緩衝液と血腫症例静

脈血の等量混合液の T E G
，
お よ び血腫静脈血混合液

T E G を示 す
． 従っ て， A は直線型 T E G ， B は直線塾

T E G 症例燐酸緩衝液静脈血等量混合液の T E G ， C は

直線型 T E G 血 腫 と静脈血混合液 T E G
，
D は 漸増型

T E G
，
E は漸増型 T E G 症例の燐酸緩衝液静脈血等量

混合液 の T E G
，
F は漸増型 T E G 血腰 と静脈血混合液

Fi g ． 8 － E ff e c t s o f a d diti o n o f u r o k i n a s e i n t h e i n c r e a si n g t y p e th r o m b el a st g r a m くT E G H AI ． T h e
C o n c e n t r a ti o n o f u r o k i n a s e i s a s f oll o w s こ 50 u n itl m l くBI こ 10 0 u n itJ m l くCI こ 2 0 0 u nitl m l くDl こ
a n d 3 0 0 u n itl m l くEJ ．
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村

J l O m m
l O m i n

Fi g ． 9 ． T h e th r o m b el a s
t g r a m くT E G，o f c h r o n i c s u b d

u r al h e m a t o m a n ui d a n d th e m i x ed
fl u id w ith

h e m a t o m a fl u id a n d v e n o u s b
l o o d i n th e s a m e c a s e ． Li n e a

r t y p e h e m a t o m a くAl ニ th e v e n o u s

bl o o d o f th e c a s e w ith li n e a
r t y p e h e m a t o

m a くB，こ th e v e n o u s b l o o d a n d li n e a r
ty p e h e m a t o m a

n u id くCl こ i n c r e a si n g t y p e h e m a t o m a く
D H th e v e n o u s b l o o d of c a s e w ith

i n c r e a si n g ty p e

h e m a t o m a くE H a n d th e v e n o u s b l o o d a n d i n c r e a s
i n g t y p e h e m a t

o m a fl u id くFl ．

T a bl e 8 ． T E G of th e fl ui d m i x e d w ith

c h r o n i c s u b d u r al h e m a t o m a fl u
id a n d

v e n o u s b l o o d

s u b d u r al
C O n t r Ol

川 1

己蒜よ岩蒜
ch r o ni c

c a s e s 1 5 1 5

r くm in l

k くm i nl

m a くm m l

F L R く％1

8 ． 2 士3 ． 6

1 6 ． 6 土1 3 ． 1

2 8 ． 4 士1 0 ． 1

9 ． 5 士3 ． 4

6 ． 0 士2 ． 1

1 1 ． 2 士6 ． 3

1 4 ． 4 士8 ， 6
韓

2 8 ． 4 士1 6 ． 8 ホ

C o n t r ol fl uid i s m i x ed p h o s p h a t e
b u ff e r

s ol u ti o n w ith v e n o u s bl o o d ．
V al u e s a r e

m e a n 土 S ． D ．

＋
p く0 －0 5 ， V S ． C O n

t r Ol fl u id b y

S t u d e n t
，

s o r W el c h
，

s t － t e St ．

の T E G を示す ． 図 9 の A ， B ， C に 示 す ごと く， 直線

型 T E G 血 腫 は静脈血 を加 え る こ と で ， m a と
F L R が

上 昇 し， 線終 局進の T E G の パ タ
ー ン に変化 し た．

図9

の D ， E ， F に 示す ごと く， 漸増型 T E G 血腫は静脈
血

を加 える こ と で ， m a と F L R が 上 昇 し， 線溶活性が高

ま っ た ．
い ずれ の塾 に お い て も， 燐酸緩衝液静脈血等

量混合液 の T E G に 比 べ ， 血腫静脈血混合液 T E G
の

m a は減少し， F L R は増加 した ．

表 8 ほ燐酸緩衝液静脈血等量混合液 15 例 と ，血 腫静

脈血混合液 15 例の， T E G の各要素を示 す ■ 血腫静脈

血混合液の m a ， 14 ． 1 士8 ．6 m m は燐酸援衝液静脈血等

量混合液の m a ， 2 8 ．4 士1 0 － 1 m m よ り有意に 低 く，血腫

静脈血混合液の F L R ， 28 ．4 士1 6 ． 8 ％は燐酸緩衝液静脈

血等量混合液の F L R ， 9 ． 5 士3 ． 4 ％よ り有意 に 高い 事よ

り， 血腫静脈血 混 合液 で は， 凝 固が 抑制
さ れ線溶が昂

進 して い る事が 証明 さ れ た． 血腫静脈血 混 合液 T E G

の r ， 6 ． 3 士2 ． 1 分は燐酸緩衝液静脈血等量混合液の r ，

8 ， 2 士3 ．6 分 より 短 い 傾向 を示 した． k は m a が 2 0 m m

に 達 した 症例 は 2 例 しか な く 11 ．2 士6 ■ 3 分で 燐酸緩衝

液静脈血等量混合液の k ， 16 ． 6 士 13 －1 分 と差 を認めな

か っ た ．

2 ． 血腫静脈血混合液 T E G に 及ぼ す トラ ネ キ サム

酸 の 効果

図10 は血腫静脈血混合液 に ト ラネ キ サ ム 酸 を加
え

た 20 例 の T E G の
一

例 を示 す■
A は燐酸緩衝液静脈血

等量混合液の T E G を示す ．
B へ E は ， 順 に血腫 に 0 ，

25 ， 5 0 ， 10 0 m gノm l の 濃度 の トラ ネ キサ ム 酸 を添
加し

た T E G を示 す ．
ト ラ ネ キサ ム 酸 の 濃度 を増 や す に連

れ
，
血 腫静脈血混合液の 凝固活性 m a が高 ま り， 線溶活

性 F L R は減少 した．

図 11 は血腫 静脈血混合液の T E G 各要素
r
，
k
，
m a

，

F L R の トラネ キサ ム 酸 0 ， 2 5 ， 弧 1 0 0 m gノm l
の 濃度

毎の 変化 を示 す グラ フ で あ る． トラ ネ キサ ム 酸の 濃度

を上 げる と， r は短縮 し k と m a は 増加 を来
た し， 血腫

静脈血混合液の 凝固活性が上 昇 し， F L R は低下
し
，
線

溶活性が阻害 され た ．
血 腫静脈 血混合液 T E G の 要素
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Fi g ． 1 0 ． E ff e ct s o f a d d iti o n o f t r a n e x a m i c a ci d o n th e th r o m b el a st g r a m くT E Gl of th e m i x e d

fl ui d w ith h e m a t o m a fl u i d a n d v e n o u s b l o o d i n th e s a m e c a s e ． P h o s p a t e b u ff e r s o l u ti o n

a n d v e n o u s b l o o d くAJ ． T h e c o n c e n t r a ti o n of t r a n e x a m i c a cid i s a s f oll o w s ニ O m gl m l

くBl ニ 25 m gl m l くCl こ 50 m g J
，
m l くDl ニ a n d l O O m gl m l くEl ．

は各ト ラ ネ キサ ム 酸濃度 0 ， 2 5 ， 50 ，1 0 0 m gノdl の 順に ，

r は 6 ．1 3 士1 ．6 0 分， 5 ．5 0 士 1 ． 12 分 ，
4 ． 88 士1 ． 0 8 分，

4 ． 06 士1 ．4 4 分 で ， k は 2 ． 0 分， 4 ． 1 7 士1 ． 5 5 分， 4 ． 3 3 士

2 ． 25 分
，
5 ． 4 2 士2 ． 14 分 で

，
m a は 1 8 ． 1 3 士1 1 ． 6 3 m m

，

28 ． 38 士1 3 ． 3 7 m m
，
3 5 ． 7 5 士1 5 ． 1 7 m m

，
4 1 ． 25 士2 1 ． 81

m m で
，
F L R は 50 ． 74 士3 0 ．5 6 ％， 2 7 ． 6 6 士 1 1 ． 6 5 ％，

17 ． 82 士6 ． 14 ％
，
8 ．2 6 士3 ． 1 2 ％で あ っ た ．

考 察

血 液の 凝 固反 応で は
，
フ ィ ブ リ ノ

ー

ゲ ン は ト ロ ン ビ

ン の作用 で可 溶性の フ ィ プ リ ン モ ノ マ ー に
，
フ ィ プ リ

ンモ ノ マ ー は活性化凝固X 川 因子 の 作 用 で 不 溶性 の 重

合フ ィ プ リ ン に な り
，
血小板が加わ っ て フ ィ プ リ ン 塊

となり， 血球 が取 り込 ま れて 凝血 塊と な る． 線涛反 応

で は
，
フ ィ ブ リ ノ

ー ゲ ン を分解す る現 象を
一

次線溶 と

呼び， 凝固の 進行過程 で形成さ れ る フ ィ プ リ ン を分解

する現象を二 次線溶と呼ぶ ．
T E G は

， 検体 の 凝固系と

線溶系を同時に 連続 して， か つ 1 へ 2 時間に 観察で き

る特徴が ある． 血 液の T E G は凝 固過程で 発生 す る血

小板凝集を伴 っ た不溶性重合 フ ィ プ リ ン の 弾性度を振

幅の 大きさ で 示 し
，
T E G の 各要素 は凝 固因子 お よ び線

溶因子 の 畳ま た は そ の 活性 の 変動 に 応 じて 一 定の パ

タ ー ン で 変化す る
．
凝 固因子 に つ い て ，

フ ィ プ リ ノ ー

ゲン の減少 に よ り
，
血液の T E G の 要素の r と k は延

長し， m a は減少 し， F L R は不変 で あ る
231

． 血 小 板の 減

少 で
， 血液 T E G の r と k が 延長 し， m a が 減少 し，

F L R は不変 で あ る 弼 ．
血 友病 の ト ロ ン ビ ン活性低下

で
，
血液 T E G の r は延 長 し， 他 の 要 素 は 変化 し な

い 細
．

一 方 ， フ ィ プ リ ノ ー ゲ ン 添加 ある い は血 小板 の添

加 で r と k は短縮， m a は増加す る． ト ロ ン ビ ン の添加

で r の みが短縮 する． F L R は ， これ ら の い ずれ の 添加

で も変化 しない
2 51

．
これ に対 し， 線清田子 と して， 牛

フ ィ ブリ ノ
し

ゲ ン液 に プ ラ ス ミ ン お よ び ウ ロ キ ナ
ー

ゼ

を添加す る と， r は不 変， k が 延長 し， m a が 減少 し，

F L R は増加す る
2 6l

．

慢性硬膜下血腫内容液の T E G は その 80 ％が直線型

を示 し， m a は 0 で あ り
，
その 20 ％が 漸増型 T E G を示

し， r は延長 し m a は極めて 小 さく ， 漸増型 T E G 血 腫

は常温6 へ 1 2 時間で直線型 T E G と なる． ． これ に 対 し，

血腫患者静脈血 の T E G で ， 凝固線溶活性 は全例正常

で あ っ た
．
し たが っ で慢性硬膜下血腰 で は全身的で は

な く局所的凝固線溶活性が異常 で あ っ た ．

一 般 に ， 血液の T E G が 直線塑 を示す 疾患 と して ， 急

性前骨髄性白血病に 併発 した フ ィ ブ リ ノ ー ゲ ン が減少

す る広範血管内凝固症候群が知 られ て い る2 71 ． 広範血

管内凝固症候群 は消耗性凝固障害と も呼ばれ ， 凝固の

異常な昂 進に よ る フ ィ ブ リ ノ ー ゲ ン
，
血 小板， プロ ト

ロ ン ビ ン な どの 凝固因子 の 消耗減少に より
，
重 篤な 出

血 傾向をき た す症候群 で あ る． 漸増型 T E G の ごと く

T E G の r 値が 延長 し m a 値が著滅す る疾患は， 凝固因

子 の 減少の 例と して， 先天 性無フ ィ ブ リ ノ ー

ゲ ン 血症，

血 小板減少症2引 狗 ， ト ロ ン ビ ン 活性が 減少 す る血 友
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Fi g ． 1 1 ． I n fl u e n c e o f t
h e l e v el o f t r a n e x a m i c a cid o n th r o

m b el a st g r a m ．
T h e ri gh t o r di n a t e

i n d i c a t e s r e a c ti o n a n d c o a g u l a ti o n ti m e くm i nl ， W h il e t
h e l eft o r di n a t e d o e s m a x i m u m a m pli t u d e

くm m l a n d fib r in 01 y si s r a t e く％1 ．
A b s ci s s a i n d i c a t e s th e c o n c e n t r a ti o n o f t r a n e x a m i c a c

id －

s y m b oI s 二 t ri a
n gl e ， r e a C ti o n ti m e ，

r ニ O p e n Ci r cl e ， C O a g u l a ti o n ti m e ，
k i Cl o s e d ci r cl e ， m a X i m u m

a m plit u d e ， m a i S q u a r e ，
fib ri n ol y s I S r a t e ， F L R ．

病細 ， 凝固抑制例 と して ヘ パ リ ン な どの 抗凝固剤の 使

用
2 8，
， 線溶昂進の例 と して 急性白血病や前立腺癌

2 4－
，
な

どが知 られ て い る ．

直線塾 T E G は， r 値 の著明な 延長あるい は m a 値 の

著減と解さ れ る．
T E G の原理 か ら， r 値 の延長は， 血

腫 の ト ロ ン ビ ン溶性の障害， フ ィ プ リ ノ
ー ゲン の減少

お よ び血小板の 減少 を示 し， m a の著減 は， 血腫内の

フ ィ プリ ノ
ー ゲ ン の 減少， 重合以前の フ ィ プリ ン モ ノ

マ
ー の溶解消失， あるい は フ ィ プ リ ン の 重合の 障害を

示 す ． 血腫 が 直線型 T E G を示 す原 因と して， 凝固 と線

溶 に わ け て整理 す ると， い 凝固因子 の 減少， 2 つ 凝

固抑制因子 の 増大， 3う
ー 次線溶昂進 に よる フ ィ ブ リ

ノ
ー ゲン の減少， 4 1 二次線溶昂進に よ る， 凝血塊 を

形成前の フ ィ プ リ ン の溶解に よ る減久 が想定 され る．

以 後， 血 腫が 直線型 T E G を 示 す 原 因 を上 記 の い

旬 4う の順番 に 検討す る．

血腫が 直線型 T E G を示 す原 因は， 第
一 に 凝固消耗

に よ る凝固因子 フ ィ プリ ノ
ー

ゲ ン ， 血 小 板， トロ ン ビ

ン活性 の減少が考え られ た． す なわ ち ，
血 腫 内容液の，

フ ィ プ リ ノ
ー

ゲ ン が 0
へ 1 4 ． 5 m gノdl で あ り， 血 腫

T E G は フ ィ ブ リ ノ
ー ゲ ン添加 で 凝 固が 起 こ り m a が

増加す る こ と よ り， 血腫 は フ ィ ブ リ ノ
ー

ゲ ン 減少状態

で あ る 事 が ， T E G で 確 認 さ れ た． 血 腫 の 血 小 板は

6 ． 1 士2 ．6 万ルl と静脈血 に 比 べ 有意 に 低く， 血小 板
添

加で漸増型 T E G の r は 短縮 し， m a は増加 した． 従っ

て
，
血 腫 内の 血小 板減少 は血腫 T E G の r 延長 と m a

減少 の
一 因と い え る． 血腫 T E G は ト ロ ン ビ ン添加で r

が短縮 す る事実は， 血 腫 は トロ ン ビ ン活性 の 低下を示

唆す る ．

血腫が 直線型 T E G を 示 す第 二 の原因 と し て， 凝固
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抑制因子 F D P の 増大 が考 えられ た ． す なわ ち， 血腫 の

F D P 4 0 句 20 4 8 0 JL gノm l く平均 28 96 JL gl m ll と 高濃度

で， F D P に は， 抗 ト ロ ン ビン作 風 フ ィ プ リ ン竜合阻

止作用， 血小板凝 集阻止作用 な どの 凝 固抑制作 用が 知

られ て い る
2 9 ト 3 り

． 慢性硬 膜下血 腫の 血 腫 内容液 の 凝 固

活性 を F D P が抑制 し て い る 可能性 が あ る． 血腰 に ヘ

パ リ ン に 指抗 す る硫酸 プ ロ タ ミ ン を 加 え て も T E G

は
，
血腫 T E G は変化 せ ず， ヘ パ リ ン の 関与は否 定さ れ

うる．

血腫 が 直線型 T E G を示 す 第三 の 原 因と して ， 一

次

線溶昂進 に よ る フ ィ プリ ノ ー ゲ ン の 減少 が 挙 げ ら れ

る ． 実際， 模擬実験で静脈血 が プ ラ ス ミ ン 24 c uノm l ま

た は ウ ロ キ ナ ー ゼ 24 0 0 0 単位ノm l の 添 加 で 直 線 型

T E G を示 す ． 漸増型 T E G 血 腰 が室温保存 で ク エ ン酸

ナトリ ウ ム で凝 固が 停止 され て い る に も か か わら ず
，

6 へ 1 2 時間た つ と直線型 T E G と な る事実は
，

一

次線

溶の 存在 を示唆 する ． し か し
，
その 程度は極 めて 小 さ

い も の で あ る．

血腫が直線型 T E G を 示 す第四 の 原因と して
，
二 次

線溶昂進 に よ る フ ィ プリ ン の 減少が挙 げ られ る． 血 腰

T E G が フ ィ ブ リ ノ
ー

ゲ ンの 添加 で 凝固し， 血腫 内ト ロ

ン ビ ン活性の残存を 示 してい る事が こ れ を裏付ける ．

漸増型 T E G 血 腰 が ウ ロ キ ナ ー

ゼ添 加 で線溶活性 を出

現さ せる 事実 は， 血 腫 中の プ ラ ス ミ ノ ー

ゲ ン に よる 二

次線溶の 作用 を示 唆す る
．
二 次線溶昂 進時に は， 一 般

に完全な フ ィ プリ ン塊 の 溶解 をみ る と は限ら ず， 線溶

活性に 応 じて T E G の F L R が 増加 し， 血腫 静脈血 混合

液 T E G の 線溶活性 28 ． 4 士1 6 ． 8 ％は数値上 で 二 次線溶

昂進に 合致す る ．

以上 の ご とく
，
血 腰 が 直線型 T E G を来す た め に 挙

げられ る 4 つ の 要因 は
，
並存 して い るも の で あ り， 臨

床上 の漸増型 T E G を示 す疾患の 原 因と 同
一

で あ る
．

漸増型 T E G 要素
，
r の 延 鼠 k 測定不能， m a の 著 し

い 減少
，
F L R こ 0 の 変化が顕 著に な っ た場合 に ， 直線

型 T E G と な ると 考え られ る． 本研究 で ， 漸増 型 T E G

血腫 は直線型 T E G 血 腫 に 比 べ 発症間近 で
， 外膜 が厚

く
，

一

日 当りの 出血 量 が 多か っ た ．
こ の 事突か ら

，
漸

増型 T E G 血 腫症例 で は， 検体採取時 に 出血 が続 い て

いる と考え られ る
．
その た め， 血腫 は， 凝固抑制と線

溶昂進が働 い て 凝固因子 が減少 して も， 凝固国子 が血

腫内容液に 残る た め に 漸増型 T E G を示 す と 考 えられ

る
．

臨床上 で
，
血 液が 血 腰の 直線型 T E G と な る要因 を

来す場合に ， フ ィ ブ リ ノ ー ゲ ン の 50 m gノm l 以下 の 減

少
， 血 小板の 5 万ノメl 以 下 の 減少， ト ロ ン ビン 活性の 減

少をき たす 血 友病， で 自然出血 を来す事 は， よ く知 ら

れて い る
．
F D P の 抗 トロ ン ビ ン作用 ， フ ィ プリ ン重 合

112 5

阻止 作 用
，
血 小 板 凝集阻止作 用 な ど の 凝 固抑制作

用
2 9 ト 31

切 為， 血 掛こ高濃度の F D P が存在 する と
， 出血

傾向が出現 す る． 急性白血 病や前立腺癌は線溶昂進の

た めに 固ま らな い 出血 を来す．
こ れ らの 事実か ら， 血

腫が 直線型 T E G を来す 要因 は， 血腰 内に 出血 を起 こ

し， 慢性硬膜下血腫の 増大機序と して 働くと 考え られ

る
．

慢性硬膜下血腰 は， 血 腫 内の凝固因子の 減少， 高濃

度 F D P に よ る 凝固抑制作用， お よび プ ラ ス ミ ノ ー ゲ

ン や プ ラ ス ミ ノ ー

ゲ ン ア ク チ ベ ー タ ー に よ る 線溶昂

進， の ため持続的ま た は断続的に 出血し
， 被膜の 血管

透過性昂進 に よる 浸出お よ び漏出即と， 膠質浸透圧5 柵

が加わ っ て増大 して い く と考 えられ る
．

結 論

慢性硬膜下血腰 4 4 例50 側に つ い て， 血腰症例静脈

血
，
血腫 内溶液， 凝固系およ び緑酒系薬剤と血腫 の 混

合敵 お よび 血腫内容液 と血腫症例静脈血の 等量混合

液の T E G 測定と
，
血 腫 内容液 の F D P と 一

日当り の 出

血 量 の 測定に よ り， 血 腫 内容液の 凝固活性と線溶活性

を分析 し
，
慢性硬膜下血腫の 増大機序に つ い て 検討 し

た
．

1 ． 慢性硬膜下血 脛症例静脈血 の T E G の r
，
k
，
m a

，

F L R か ら 患者静脈血 の凝固線溶活性 は正 常で あ っ た ．

2 ． 慢性硬膜下血腫の 血腰 内容液 T E G は
， そ の m a

値に よ り m a く 1 m m で 全く凝固溶性を示 さ ず 一

直線

の T E G を 示 す 型 く直線 型 T E Gl と， m a が 1 へ ぺ ．5

m m の 僅か だ が 凝固滴性 を 示 す 型く漸増型 T E Gl の

2 型 に 分類で き
，
直線型 T E G の r

，
k
，
F L R 測定不能，

漸増型 T E G の r
，
3 1 ．4 士8 ． 3 m i n

，
k 測定不 能， F L R ニ

0 で あ り
，
凝 固線洛の 異常 を示 し た． 慢性硬膜下血腫

の 50 側 中40 側 く4 0 ％ユ が直線型 T E G を示 し， 1 0 側

く20 ％l が 漸増型 T E G を示 した． 漸増型 T E G 血腫は

6 旬

1 2 時間の 常温 保存 で総て 直線塑 T E G を示 した
．

3 ． 慢性硬膜下血 艦 内容液は
，
直線型 T E G 血腫で

は フ ィ プ リ ノ
ー

ゲ ン O m gノm l ， 血小 板10 ． 2 士 3 ．2 X

lO
4

J JLl ， F D P 40 へ 2 0 4 80 JL gl m l く平均 273 7 JL gl m ll ，

漸増塾 T E G 血 腫 で は フ ィ ブ リ ノ ー

ゲ ン 0 へ 1 4 ．5 m gl

m l
， 血 小板6 － 8 士1 ． 7 X l O

4

l JL l ， F D P 4 0 へ 2 0 4 8 0 JL gノm l

く平均 335 0 声gノm lう， を含み， 凝固の 抑制 を示 す と考 え

ら れ た．

4 ． 漸増型 T E G 血 腫 症例 の 手術か ら発症 ま で の 期

間は 5 へ 35 日 で あり， 直線型 T E G 血腰症例の 3 へ 1 80

日 に 比 べ ， 発症間近な症例が漸増型 T E G を示 し た
． 漸

増型 T E G 血 腫 の 外膜 の 厚み は 300 句 70 0 JL m く52 5 士

1 25 声 m う で，
一

日 の 出 血 量 は2 ． 7 へ 9 ． 0 ％ く5 ． 5 5 士

1 ．2 5 ％l で あ り
，
直 線 型 T E G 血 腫 の 75 句 7 0 0 JL m



1 1 26

く27 9 士15 9 国正 ，
0 － 1 旬 4 －7 ％ く2 － 3 8 士1 ．3 0 ％う と 比 較

し
， p く0 ． 0 5 で 有意差が あ っ た ．

5 ． 慢性硬膜下血腫内容故 に 人 フ ィ プ リ ノ
ー ゲ ン を

添加す る と， 血腫 T E G は m a の増加， k の 短縮， r の

不変 を示 した ．
血小板 の添加で m a は増加 し， r は 短縮

し
，
k は測定不能 であ っ た ．

こ の事 か ら， 血腫内 フ ィ プ

リ ノ
ー

ゲ ン ， 血小板の減少が T E G で 証明さ れ， 血腫静

脈血混合液 T E G の m a ， 1 4 ．1 士8 ． 6 m m は ， 燐酸緩衝

液 と血腫症例静脈血の等量混合液 T E G の m a ， 2 8 ．4 士

1 0 ．1 m m の約半分で ある事 か ら， 血腫 は凝固が抑制 さ

れ て い る と考 えら れ た． 血 腫 T E G は フ ィ ブ リ ノ
ー ゲ

ン 濃度20 m gノm l の添加 で， 線溶活性 100 ％を示 した ．

6 ． 直線型 T E G は ヘ パ リ ン ， 硫酸 プ ロ タ ミ ン お よ

び 血小板の添加で変化 を示 さ な か っ た ． 漸増 型 T E G

は ヘ パ リ ン添加で直線型 T E G と な っ た ．

7 ． 漸増型 T E G 血腫は， 血腫 内容液 に 200 単位ノm l

の ウ ロ キ ナ
ー ゼ 添加す る と線溶 を 示 し， 3 00 単位ノm l

の 添加 で直線塑 T E G を示 し， こ の事 は ウ ロ キ ナ
ー ゼ

で活性化され た プ ラ ス ミ ノ
ー

ゲ ン の存在 を示 唆 した－

8 ． 慢性硬膜下血腫 15 例 で ， 血 腫静脈血等量混合液

の T E G の線溶活性は F L R ， 2 8 ． 4 士1 6 ． 8 ％を示 し， 静

脈血の F L R ， 9 ．5 士3 ． 4 ％に に 比 し有意 に 高く， ト ラネ

キ サム 酸添加に よ り抑制 され た ．
こ の事実か ら， 血腫

内の プラ ス ミ ノ
ー ゲン ア ク チ ベ ー タ

ー

は， 静脈血 の そ

れ よ り高く血腫線溶昂進の
一 因 と考 えら れた ．

フ ィ ブ

リノ
ー

ゲ ン添加で 血腫が凝固す る事 は血腫内に ト ロ ン

ビン 活性残存 を示 し， 血 腫が 凝血塊 を含 む事と合わ せ ，

慢性硬膜下血腰 は 二次線溶昂進に ある と考 えら れ た．

以上 よ り， こ の血 腫内容液の凝固抑制 と 二 次線溶昂

進が血 腫増大 の 要因と考え られ る．
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ty p e ． F D P r a n g e
d fr o m 4 0 t o 2 0 4 8 0 JL gl m lくm e a n 3

3 5 0 FL gl m lJ a n d d aily h e
m o r r h a g e w a s 5 ．5 5 士

1 ． 2 5 ％ i n th e i n c r e asi n g ty p e ． F oll o w i n g t
h e a d d iti o n o f n b ri n o g e n ， t h e T E G o f h e m a t o m a

s h o w e d i n c r e a s e o f m a ， S h o r t e n l n g O f r ， n O C h a n g e i n k ， n O C h a n g e i
n F L R ． H o w e v e r

，
f b ll o w l n g

t h e a d d iti o n o f p l a t
el e t s

，
t h e T E G s h o w e d i n c r e a se o f m a ， S h o r t e n l n g O f k ， n O C h a n g e i n r ， n O

c h a n g e i n F L R ． I n th e T E G o f b o th o f li n e a r ty p e a n d i n c r e a si n g ty p e ， F L R s h o w e d 1 0 0 ％ by

ad di ti o n of 丘b ri n o g e n く2 0 m gl m lJ ， I n c r e a si n g ty p e h e m a t o m a sh o w e d
F L R o f 1 0 0 ％ b y a d d iti o n

of u r o k i n a s e く2 00 u n i tl mi J a n d s h o w e d li n e a r ty p e T E G b y a d d
iti o n o f u r o k i n a s e く30 0 u n i tl m ll －

F L R 。f h e m at 。 m a m i x e d w i t h v e n o u s b l o o d i n th e c a s e
s w i th C S H w a s 2 8 ．

4 士1 6 ． 8 ％， a n d w a s

h igh e r th a n F L R of n o r m al v a l u e s o f v e n o u s b
l o o d く9 ．5 士3 ．4 ％l ． M o r e o v e r ， m a W a S 1 4 ．1 士8 ．6

m m
，
h a lf o f m a of p h o s p h a t e b u 晩 r s ol u ti o

n m i x e d w i th v e n o u s b l o o d く2 8 ．4 士1 0 ．1 m m l － I n th e

T E G of n u i d m i x e d w it h C S H a n d v e n o u s b l o o d i n th e s a m e c a s e ， F L R w a s d e c
r e a s e d a n d m a

w a s i n c r e as e d b y a d d iti o n o f t r a n e x a m i c a ci d ． T h e s e d a t a i n d i c a t e t h a t i n h ib iti o n of c o a g u l a ti o n

a n d h y p e rfi b ri n o ly si s p l a y s a r ol e i n th e g
r o w l n g m e C h a n i s m o

f c h r o n i c s u b d u r al h e m a t o m a ．


